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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第43期

中間連結会計期間
第44期

中間連結会計期間
第43期

会計期間
自 2025年４月１日
至 2025年９月30日

自 2026年４月１日
至 2026年９月30日

自 2025年４月１日
至 2026年３月31日

売上高 (千円) 29,258,437 26,466,194 57,410,583

経常利益 (千円) 2,707,483 2,395,757 6,453,678

親会社株主に帰属する
中間(当期)純利益

(千円) 1,764,865 1,527,849 4,265,757

中間包括利益又は包括利益 (千円) 1,972,831 1,762,391 4,619,663

純資産額 (千円) 34,930,518 37,149,107 36,697,879

総資産額 (千円) 52,750,687 53,309,065 52,724,649

１株当たり中間(当期)純利益 (円) 56.19 48.64 135.81

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 64.1 67.4 67.3

営業活動によるキャッシュ・フ
ロー

(千円) 4,310,418 2,912,981 8,448,284

投資活動によるキャッシュ・フ
ロー

(千円) △11,207,305 9,602,570 △15,848,995

財務活動によるキャッシュ・フ
ロー

(千円) △1,743,286 △1,868,992 △3,202,472

現金及び現金同等物の中間期末
(期末)残高

(千円) 15,412,984 24,096,534 13,449,974
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容について、重要な変更は

ありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が

連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主

要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありませ

ん。　

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績及び財政状態の分析（経営成績の金額増減は前中間連結会計期間比、財政状態の金額増減は前連結会計

年度末比で記載しています）

当中間連結会計期間における我が国経済は、物価上昇及び度重なる自然災害や長期化する中東情勢の影響によ

り、消費活動に慎重さが見えるものの、雇用・所得環境の改善等により緩やかな回復が続いてきました。情報サー

ビス業界におきましては、企業のDX推進や生成AIの活用等の情報システム投資は引き続き堅調に推移しつつも、増

勢にはやや鈍化の傾向が見られました。

このような事業環境の下、当社グループは、2025～2027年度の３か年の中期経営計画を策定し、『企業としての

成長・事業間の協力連携・お客様との共創』をテーマに、ＪＦＥスチールとの取引で培った実績を強みとして、社

会に貢献し、持続的に成長する企業を目指しております。具体的には、重点成長事業（DX、ERPソリューション、基

盤サービス）への事業ポートフォリオ転換の推進、会社の持続的な発展と成長を目指した企業文化の変革、本中期

経営計画３か年の事業活動により創出されるキャッシュと手元資金を活用した投資・財務戦略の強化を３つの基本

戦略に定め、取り組んでおります。

 
当中間連結会計期間の営業成績につきましては、重点成長事業を中心とするグループ外顧客向け事業は、堅調に

推移したものの、鉄鋼事業本部の製鉄所システムリフレッシュ事業の完遂に伴い、前年同期比で減収となりまし

た。また、利益面では、売上高の減少及び成長を見据えた人的投資等により、減益となりました。これらにより、

連結売上高は2,792百万円（9.5％）減の26,466百万円、営業利益は371百万円（13.9％）減の2,295百万円、経常利

益は312百万円（11.5％）減の2,396百万円となりました。また、親会社株主に帰属する中間純利益は237百万円

（13.4％）減の1,528百万円となりました。

 
また、当中間連結会計期間末における資産合計は584百万円増の53,309百万円となりました。このうち流動資産

は、受取手形、売掛金及び契約資産が減少した一方、その他に含まれる前払費用等が増加したことにより、101百万

円増の41,088百万円となりました。また、固定資産は、減価償却の進行により減少した一方、その他に含まれる投

資有価証券、長期前払費用が増加したことにより、484百万円増の12,221百万円となりました。

一方、負債合計は、買掛金、その他に含まれる未払消費税等が減少した一方、その他に含まれる契約負債等が増

加したことにより133百万円増加の16,160百万円となりました。

純資産合計は、親会社株主に帰属する中間純利益を1,528百万円計上した一方、剰余金の配当を1,256百万円行っ

たことにより451百万円増の37,149百万円となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況（キャッシュ・フローの金額増減は前中間連結会計期間比で記載しています）

当中間連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは2,913百万円の収入となり、1,397百万円減少

しました。これは、仕入債務(残高)が1,621百万円増加している一方で、売上債権(残高)が2,503百万円減少したこ

と等が主な要因です。

投資活動によるキャッシュ・フローは9,603百万円の収入となり、20,810百万円増加しました。これは、期間が

３ヶ月を超える定期預金の払戻による収入が17,950百万円増加したこと等が主な要因です。

財務活動によるキャッシュ・フローは1,869百万円の支出となり、126百万円支出が増加しました。これは、配当

金の支払額が141百万円増加したこと等が主な要因です。

その結果、現金及び現金同等物の当中間連結会計期間末残高は期首残高に比べ10,647百万円増加し、24,097百万

円となっております。

 

(3) 資本の財源及び資金の流動性に係る情報

当社グループの資金需要は、運転所要に加え研究開発費、商品開発やPCのライフサイクルマネジメントなどサー

ビス提供型投資、社内システムや設備投資、人的資本、M&Aの戦略的投資、そして株主還元等で構成されます。ここ

数年はこれら短期運転資金及び長期投資資金のいずれも自己資金で賄っており、中期経営計画（2025～2027年度）

においても資金需要を充たすための資金は営業活動によって得る計画としております。今後も資金需要の充足手段

としては自己資金を中心に考えることに変わりはありませんが、将来の当社グループの資金状況や長期投資資金の

規模等の状況によっては外部資金を活用する可能性もございます。

 

(4) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当中間連結会計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及び

キャッシュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更は

ありません。

 

(5) 経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

当中間連結会計期間において、経営方針・経営戦略等又は経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指

標等について前事業年度の有価証券報告書に記載された内容に比して重要な変更はありません。また、新たに経営

方針・経営戦略等又は経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等を定めておりません。

 
(6) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありません。

また、新たに事業上及び財務上の対処すべき課題は生じておりません。

 

(7) 研究開発活動

当中間連結会計期間の研究開発費の総額は102百万円であります。

なお、当中間連結会計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(8) 従業員数

当中間連結会計期間において、従業員数に著しい増加又は減少はありません。
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(9) 生産、受注及び販売の実績

当中間連結会計期間において、生産、受注及び販売の実績について著しい変動はありません。

 

(10) 主要な設備

① 主要な設備の状況

当中間連結会計期間において、主要な設備に関し新設、休止、大規模改修、除却、売却等の著しい変動はあり

ません。

② 設備の新設、除却等の計画

当中間連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、休止、大規模改修、除却、売却等の計画は

ありません。

 
３ 【重要な契約等】

当中間連結会計期間において、重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 125,648,000

計 125,648,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2026年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2026年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 31,412,000 31,412,000
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数は100株であ
ります。

計 31,412,000 31,412,000 ― ―
 

　(注) 完全議決権株式であり、株主としての権利内容に制限のない、標準となる株式であります。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(千円)

資本金
残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

   2026年９月30日 ― 31,412,000 ― 1,390,957 ― 1,959,236
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(5) 【大株主の状況】

  2026年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ＪＦＥスチール株式会社 東京都千代田区内幸町２丁目２番３号 20,466,000 65.16

ＪＦＥシステムズ社員持株会 東京都港区芝浦１丁目２番３号 1,964,050 6.25

ＭＳＩＰ　ＣＬＩＥＮＴ　ＳＥＣＵ
ＲＩＴＩＥＳ
(常任代理人 モルガン・スタンレー
ＭＵＦＧ証券株式会社）
 

25 ＣＡＢＯＴ ＳＱＵＡＲＥ， ＣＡＮＡ
ＲＹ ＷＨＡＲＦ， ＬＯＮＤＯＮ Ｅ14Ｑ
Ａ， Ｕ．Ｋ．
(東京都千代田区大手町１丁目９番７号）
 

710,100 2.26

ＪＦＥプラントエンジ株式会社 東京都台東区蔵前２丁目17番４号 400,000 1.27

野村信託銀行株式会社（投信口） 東京都千代田区大手町２丁目２番２号 364,275 1.16

ＳＴＡＴＥ ＳＴＲＥＥＴ ＢＡＮＫ
ＡＮＤ ＴＲＵＳＴ ＣＬＩＥＮＴ Ｏ
ＭＮＩＢＵＳ ＡＣＣＯＵＮＴ ＯＭ
０２ ５０５００２
(常任代理人 株式会社みずほ銀行）
 

ＯＮＥ ＣＯＮＧＲＥＳＳ ＳＴＲＥＥＴ，
ＳＵＩＴＥ １， ＢＯＳＴＯＮ， ＭＡＳ
ＳＡＣＨＵＳＥＴＴＳ
(東京都港区港南２丁目15番１号）
 

264,600 0.84

アトラス情報サービス株式会社 大阪市中央区北浜３丁目１番６号 200,000 0.64

ＪＦＥアドバンテック株式会社 兵庫県西宮市高畑町３番48号 200,000 0.64

ＪＦＥ物流株式会社 東京都千代田区内幸町２丁目２番３号 200,000 0.64

株式会社東計電算 川崎市中原区市ノ坪150 193,200 0.62

計 － 24,962,225 79.48
 

　(注)　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。
　　　　　野村信託銀行株式会社（投信口）　　　　　　　　　　364,275株
 

EDINET提出書類

ＪＦＥシステムズ株式会社(E05173)

半期報告書

 7/21



 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2026年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 2,300
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 31,240,800
 

312,408 ―

単元未満株式 普通株式 168,900
 

― ―

発行済株式総数 31,412,000 ― ―

総株主の議決権 ― 312,408 ―
 

（注）１．「完全議決権株式(その他)」欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が1,600株（議決権16個）含ま

れております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式25株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2026年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ＪＦＥシステムズ株式会社

東京都港区芝浦一丁目２番
３号

2,300 ― 2,300 0.01

計 ― 2,300 ― 2,300 0.01
 

 

 
２ 【役員の状況】

（取締役及び監査役の状況）

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期

所有
 株式
数
 (株)

代表取締役
副社長

永　井　　肇 1965年５月12日生

1991年４月 川崎製鉄株式会社入社
2014年４月 ＪＦＥスチール株式会社 西日本製鉄所（倉敷地

区）冷延部長
2016年４月 同社 東日本製鉄所（千葉地区）商品技術部長
2020年４月 同社 東日本製鉄所企画部長
2021年４月 同社 常務執行役員
2024年４月 同社 専務執行役員
2026年４月 当社 常勤顧問
2026年６月 当社 代表取締役執行役員副社長（現任）

(注)1 0

 

(注)１ 2026年６月30日開催の定時株主総会の終結の時から１年間

 
（執行役員の状況）

役名 氏名 担当

副社長 永井　肇 副社長
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（1976年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2026年４月１日から2026年９月30

日まで）に係る中間連結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 27,599,974 26,996,534

  受取手形、売掛金及び契約資産 11,284,863 10,977,929

  商品 24,815 24,831

  仕掛品 72,107 99,330

  貯蔵品 1,833 2,113

  その他 2,009,370 2,993,064

  貸倒引当金 △5,978 △5,978

  流動資産合計 40,986,983 41,087,823

 固定資産   

  有形固定資産 3,419,448 3,172,528

  無形固定資産   

   のれん 269,005 224,170

   その他 2,536,883 2,717,515

   無形固定資産合計 2,805,887 2,941,686

  投資その他の資産   

   その他 5,529,670 6,124,488

   貸倒引当金 △17,340 △17,460

   投資その他の資産合計 5,512,330 6,107,029

  固定資産合計 11,737,666 12,221,242

 資産合計 52,724,649 53,309,065
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,920,574 1,681,173

  未払法人税等 725,718 967,284

  受注損失引当金 21,779 ―

  その他 7,851,519 8,412,401

  流動負債合計 10,519,591 11,060,859

 固定負債   

  退職給付に係る負債 3,805,713 3,802,762

  その他 1,701,467 1,296,337

  固定負債合計 5,507,179 5,099,099

 負債合計 16,026,770 16,159,958

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,390,957 1,390,957

  資本剰余金 1,959,444 1,959,444

  利益剰余金 30,773,008 31,044,469

  自己株式 △1,567 △1,567

  株主資本合計 34,121,841 34,393,303

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,016,198 1,259,099

  退職給付に係る調整累計額 329,325 282,847

  その他の包括利益累計額合計 1,345,523 1,541,945

 非支配株主持分 1,230,516 1,213,859

 純資産合計 36,697,879 37,149,107

負債純資産合計 52,724,649 53,309,065
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

売上高 29,258,437 26,466,194

売上原価 22,584,251 19,583,694

売上総利益 6,674,186 6,882,500

販売費及び一般管理費 ※1  4,007,522 ※1  4,587,117

営業利益 2,666,664 2,295,383

営業外収益   

 受取利息 13,980 132,002

 受取配当金 26,460 41,100

 受取手数料 2,486 2,448

 その他 1,443 1,971

 営業外収益合計 44,368 177,521

営業外費用   

 支払利息 2,052 2,466

 固定資産除却損 1,376 31,240

 特別退職金 ― 43,253

 その他 120 189

 営業外費用合計 3,548 77,147

経常利益 2,707,483 2,395,757

税金等調整前中間純利益 2,707,483 2,395,757

法人税等 872,876 829,788

中間純利益 1,834,607 1,565,968

非支配株主に帰属する中間純利益 69,742 38,119

親会社株主に帰属する中間純利益 1,764,865 1,527,849
 

 

EDINET提出書類

ＪＦＥシステムズ株式会社(E05173)

半期報告書

12/21



【中間連結包括利益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

中間純利益 1,834,607 1,565,968

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 170,565 242,901

 退職給付に係る調整額 △32,341 △46,478

 その他の包括利益合計 138,224 196,423

中間包括利益 1,972,831 1,762,391

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 1,903,089 1,724,271

 非支配株主に係る中間包括利益 69,742 38,119
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 2,707,483 2,395,757

 減価償却費 1,363,188 1,441,311

 のれん償却額 44,834 44,834

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △4,427 △70,802

 受取利息及び受取配当金 △40,440 △173,102

 支払利息 2,052 2,466

 売上債権の増減額（△は増加） 3,421,549 918,559

 棚卸資産の増減額（△は増加） 127,040 △27,519

 前渡金の増減額（△は増加） 2,905 21,161

 仕入債務の増減額（△は減少） △2,597,795 △976,879

 未払賞与の増減額（△は減少） 44,236 60,107

 受注損失引当金の増減額（△は減少） 340,743 △21,779

 未払消費税等の増減額（△は減少） △81,375 △267,580

 その他 △772 △12,699

 小計 5,329,222 3,333,834

 利息及び配当金の受取額 40,440 173,102

 利息の支払額 △2,052 △2,466

 法人税等の支払額 △1,058,121 △591,991

 法人税等の還付額 930 503

 営業活動によるキャッシュ・フロー 4,310,418 2,912,981

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △10,400,000 △6,700,000

 定期預金の払戻による収入 ― 17,950,000

 有形固定資産の取得による支出 △138,849 △202,561

 無形固定資産の取得による支出 △529,664 △656,077

 長期前払費用の取得による支出 △96,047 △678,874

 その他 △42,744 △109,917

 投資活動によるキャッシュ・フロー △11,207,305 9,602,570

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 非支配株主への配当金の支払額 △72,144 △54,776

 リース債務の返済による支出 △555,989 △557,829

 配当金の支払額 △1,115,045 △1,256,387

 自己株式の取得による支出 △108 ―

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,743,286 △1,868,992

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 ―

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,640,173 10,646,560

現金及び現金同等物の期首残高 24,053,157 13,449,974

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※1  15,412,984 ※1  24,096,534
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【注記事項】

(中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　　税金費用の計算

当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 
 

 

(中間連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
 至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
 至 2026年９月30日)

従業員給料手当 1,157,001千円 1,356,293千円

退職給付費用 58,157千円 57,917千円
 

 

 
(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
 至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
 至 2026年９月30日)

現金及び預金 25,812,984千円 26,996,534千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △10,400,000千円 △2,900,000千円

現金及び現金同等物 15,412,984千円 24,096,534千円
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(株主資本等関係)

前中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年６月24日
定時株主総会

普通株式 1,115,045 71 2025年３月31日 2025年６月25日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年10月29日
取締役会

普通株式 879,471 28 2025年９月30日 2025年12月２日 利益剰余金
 

 

当中間連結会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年６月30日
定時株主総会

普通株式 1,256,387 40 2026年３月31日 2026年６月30日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年10月28日
取締役会

普通株式 753,832 24 2026年９月30日 2026年12月２日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループの事業セグメントは、情報サービス事業のみの単一セグメントでありセグメント情報は開示情報とし

ての重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

 
(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前中間連結会計期間（自　2025年４月１日 至　2025年９月30日）
 

 (単位：千円)

 合計

一時点で移転される財又はサービス 1,377,639

一定の期間にわたり移転される財又はサービス 27,880,798

顧客との契約から生じる収益 29,258,437

その他の収益 ―

外部顧客への売上高 29,258,437
 

 
当中間連結会計期間（自　2026年４月１日 至　2026年９月30日）
 

 (単位：千円)

 合計

一時点で移転される財又はサービス 1,022,633

一定の期間にわたり移転される財又はサービス 25,443,561

顧客との契約から生じる収益 26,466,194

その他の収益 ―

外部顧客への売上高 26,466,194
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(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

１株当たり中間純利益 56円19銭 48円64銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する中間純利益(千円) 1,764,865 1,527,849

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益(千円) 1,764,865 1,527,849

普通株式の期中平均株式数(株) 31,409,716 31,409,675
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

 該当事項はありません。

 
 

２ 【その他】

2026年10月28日開催の取締役会において、2026年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、下記のとおり中間

配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額　753,832千円

② １株当たりの金額　24円

③ 効力発生日及び支払開始日　2026年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

2026年11月11日

ＪＦＥシステムズ株式会社

取締役会  御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 脇　　本　　 恵　　一  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 多　奈　部　　　宏　子  

 

 

 監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＪＦＥシステム

ズ株式会社の2026年４月１日から2027年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2026年４月１日から2026年

９月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計

算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、期中連結財務諸表に係る我が国において

一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、ＪＦＥシステムズ株式会社及び連結子会社の2026年９月30日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用

される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中

間連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づ

いて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

 ・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認
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められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、期中連結財務諸表に係る我が国

において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報

告書において中間連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業

は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企

業会計の基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していない

と信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社(半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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